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1．はじめに

　国土技術研究センターが公開している河川計画シミュ

レータを構成するツールの一つである「流出解析システム」

は、1999 年に Ver.1 がリリースされ、その後、二価非線

形貯留関数モデルの追加、河道モデルにおける分合流の連

続性や貯留効果を反映させるための不定流計算モデルの追

加、内水池モデルの追加、分流モデルの追加等の数々の改

良を重ね、2001 年 4 月に現行の流出解析システムである

Ver.2.3（以下、「現行システム」と言う。）の公開を行い、

現在に至っている。

　本稿は、開発から 10 年を経過した現行システムに対し、

システムの汎用性や利便性の向上を目的として改良を行っ

たことから、その改良内容について概要を報告するもので

ある。

2．システムの利用状況

　現行システムを含む河川計画シミュレータのダウンロー

ド数は、2007年から2010年6月までの直近3カ年だけでも、

3000 件を越え、その所属機関内訳は、民間企業が 44％を

占め、次に個人 16％が続き、国、地方自治体がそれぞれ

15％となっている。（図 2-1 参照）

図 2-1　河川計画シミュレータのダウンロード内訳

3．システム改良の概要

　現行システムは、開発から10年を経過し、その間にシ

ステム改良に関する様々な要望等をいただいた。主なもの

を挙げると、OS（Operation System）バージョンアッ

プによるシステム稼働環境の不適合（実行不能機能の出現

等の可能性）、システム操作性の向上、基底流量の取扱に

関する要望等である。これらは、利用者にとって操作性の

向上、検討条件・適用範囲の拡大を望むものであり、治水

計画検討におけるシステムツールとしての汎用性を高める

ことが重要であることを認識させられた。このような状況

の下で、今回、現行システムの改良を行うこととなった。

　現行システムの改良項目は、プリ・ポスト（データ入力・

結果出力）とメイン（計算エンジン）の両面にわたる。こ

こでは、その中でも改良の中心となった、「時間単位の基

底流量の反映」、「流出モデルの編集機能の実装」、「誤差率

の算出方法の追加」、「最新OSへの対応」について、そ

の概要を述べる。

3. 1 時間単位の基底流量の反映

　流出計算における基底流量の取扱には、洪水前の流量を

基底流量とみなし、基底流量を一定量とする水平分離法や、

流出ハイドログラフ下降部の急変点に着目し、表面流出、

中間流出、地下流出成分に分離する勾配急変点法がある。

　現行システムの基底流量は、国内の多くの流域で適用さ

れている水平分離法を採用している。一方で、流域によっ

ては、中間流出成分、地下流出成分が顕著に表れるところ

もあり、より多くの流域の流出特性を反映するためには、

図 3-1 に示すような基底流出成分を考慮できることが望ま

しいことから、システムにおいて、様々な時間的変化の基

底流出成分を考慮できるように改良を行った。
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図 3-1　流出成分の種類と流出成分の分離

3. 2 誤差率の算出方法の追加

　現行システムでの実績流量に対する計算流量の誤差の算

出については、表 3-1 に示すように波形全体の流量誤差、

流出ボリューム誤差、ピーク流量誤差の 3種類で総合的に

評価できる機能が実装されている。これら三種類の誤差率

の算出の対象区間は、計算期間全体の他、ピーク流量の

1/3 の計算期間、ピーク流量の 1/5 の計算期間の三種類で

誤差算出が可能となっている。しかし、対象とする洪水波

形に複数のピークが出現する洪水波形の再現計算では、流

域での流出、浸透特性が複雑となり、洪水期間全域での再

現は難しいことが一般的である。

　この場合の再現計算における誤差の算出には、最大ピー

ク流量が出現する山を対象として再現検討を行うことが一

般的である。このようなことから、再現対象期間を設定し

て誤差を算出する機能の追加を行った。

表 3-1　誤差率の算出方法の種類

図 3-2　誤差率算出画面

3. 3 誤差率の算出方法の追加

　現行システムでは、流出モデルの新規作成および流出モ

デルの計算モデル属性の変更は可能であるが、流出モデル

の構造を変更することはできない。一般に用いる流出解析

においては、より再現性を高めるため、流出モデル作成後

の修正、変更等が生じることが予想され、これに対応する

ために、流出モデルの編集機能の実装を行った。

図 3-3　流出モデルの編集機能

3. 4 最新OSへの対応

　現行システムの動作環境は、Windows98、NT4.0 となっ

ている。これは、システム開発が当時のOSとして広く

用いられていたMicrosoft 社製のWindows98、NT4.0

を対象として開発が行われたためである。

　現在のコンピュータ（携帯電話、PDAのOS含む）の

OS シェアは、Mcirosoft 社製のWindows が 92.1%を

占め、その内訳は、WindowsXP が 65.62％、Vista が

16.46%、Windows7 が 8.87%、Windows2000 が 8.87%

となっている。（NetApplications による OSシェア調

査（2009 年 4 月～ 2010 年 2 月））これらの OS の中で、

最新のOSであるWindows7 は、今後さらにシェアが大

きくなることが予想されている。

　これらのことから、広く一般的に活用できるシス

テムにするためには、現在、多くのユーザーが使用

している OS に対応することが必要であり、最新 OS

（WindowsXP,Vista,7) への対応を行った。

4．おわりに

　前述のように、システムの汎用性や利便性の向上を目的

とし、流出解析システムの改良（以下、「改良システム」

と言う。）を行った。今回の改良システムは、現行システ

ムの実績を考慮すれば、改良目的を達成したものと考える。

なお、改良システムにおける流出計算の計算エンジンであ
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る計算モデルの確からしさについては、日本学術会議に設

置された「河川流出モデル・基本高水評価検討等分科会」

（平成 23 年 1 月～ 9月）において、計算モデルの検証が実

施され、この結果、計算モデルの基礎方程式、数値計算手

法において誤りがないことが確認されている。

　システムの活用については、推定される現行システムの

活用方法と同様に「流出流量の概略検討」、「河川管理者の

トレーニング」等に有用であると考える。また、本システ

ムは、軽量、快速システムである。このことから、会議の

場で、即時に結果を出力することが可能であり、「意志決定」

や「合意形成」のツールとしても有用であると考える。

　最後に、改良システムが、利用者にとって、より有益な

システムであることを願うものである。
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